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福音版

国 有形文化財（文化庁）登録へ
　「市川教会新会堂は､2月末完成、3月11日

(日)午後2時半より､青山牧師司式のもと

に献堂式が挙行された。場所は京成国府台駅

にほど近い川辺で、緑の木立の中に新しい塔

が映えている。(中略)内部は簡素な中にも優

美で落着いた色で仕上げられている。(中略)

今後同地方の伝道に一段の躍進が期待されて

いる」。これは、「るうてる」1956年 4月号に掲

載された市川教会献堂式の模様を伝える記事

である。その会堂は半世紀を経た今も、真間川

沿いに優美な佇まいを保ったままである。

　今年9月26日この会堂は、「有形文化財」と

して登録されるよう文化庁の文化審議会より

文部科学大臣に答申された。この制度は、建設

後50年を経、歴史的景観に寄与し、造形の規範と

なっており、再現することが容易でないものを「文

化財」として登録し、保存を図ろうとする制度であ

る。今回は答申されたのは110件であったが､主

な事例のトップに市川教会会堂が紹介された。こ

のことは､私たち教会員のみならず､会堂を知る

多くの人々の喜びである。これからも地域の人々

に愛され、福音を告げ知らせていくために会堂を大

切にしていきたい。

　なお、これを記念して11月29日（ピアノコンサー

ト）、30日（礼拝と講演会）に「感謝と記念の会」を

行います。お出かけください。

（牧師　中島康文）

愛
�
遠
近

両
用
�
�

アワーミッションレポート　道草くらぶ切支丹の足跡を訪ねて
 第4回道草くらぶは、津和野・山口サビエル記念聖

堂「切支丹の足跡を訪ねる」旅でした。8月28日、全

国からの参加者総勢23名は広島から廿日市へ。こ

こは明治3年に数百名の切支丹が長崎から連れて来

られた場所。彼らが３日かけて90キロの山道を徒

歩で津和野へと向かったその道を（しかも行く先で

は改宗のための拷問が待っている）、楽々とバスで

通過する私たちの現実の姿に少なからず戸惑いを

覚える旅の始まりでした。

 その夜、津和野・乙女峠での出来事、改宗を迫る激

しい拷問とそれにも負けず最後まで信仰を貫いた

切支丹たちの実話を、私たちは胸が潰れるような思

いで聞きました。翌日その場所である光淋寺跡を訪

問。マリア聖堂で祈り、36名の殉教者名が記された

千人塚ではロウソクを灯して彼らの信仰に思いを

馳せました。「地に落ちて死んだ一粒の麦」は、今も

生きて豊かな信仰の実を結んでいることを体感し

たひと時でした。津和野カトリック教会では神父様

のあたたかいお迎えを受け、畳敷きの聖堂で聖餐式

ができたことも忘れられない思い出です。

 最終日は山口でサビエル記念聖堂を見学、パイプオ

ルガンの演奏も特別にお願いしました。更にシオン

教会徳山礼拝堂を訪問。短い時間でしたが木下牧師

や信徒の方々と交流ができたことも感謝でした。

 乙女峠に遡ること5年前、1865年に長崎で名乗り出

た切支丹の子孫たち。彼らは実に250年もの間、密か

に共同体の中で自分たちの信仰を守って

いたのです。教理を記し、洗礼を授け、牧

会をする、「教会」としての働きが信徒た

ちによって継続されていた事実に深い感

銘を受けました。その底力がきっとあの

恐ろしい拷問の中でも彼らを支え続けた

のでしょう。受け継がれる信仰の力を感

じる旅でした。同時に「教会として、信徒

として生きる」その覚悟を問われる旅で

もあったと思います。津和野・山口の美

しい自然、信仰の仲間達、お世話してくだ

さった3人の牧師先生方とバス運転手の

兄弟。素晴らしい旅の全てに感謝です！

(P2委員長　齋藤末理子)

市川教会

サビエル記念聖堂前
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私の愛唱聖句

牧
師
�
声
�
信
徒
�
声

中
なかしま

島 康
やすふみ

文

東海教区　

高蔵寺教会　信徒　山
や ま だ

田 芳
よ し み

美

< 信徒の声 >教会の宝石を捜して

< 牧師の声 >

東教区　市川教会 牧師

イエスはすぐ彼らに話しかけられた。

「安心しなさい。わたしだ。

恐れることはない」
マタイによる福音書 14 章 27 節
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宣教と奉仕の理論と実際
大岡山教会　鈴木亮二

LAOS講座の学び

　大岡山教会では、毎月第二日曜日の礼拝を早

めに終わらせ、礼拝後に「喜び溢れる時間」と

して2つのグループに分かれて話し合いの時

間を持っています。男性を中心としたグルー

プは、LAOS講座のテキストを輪読して、それぞ

れ思ったことを話し合っています。つい議論

が白熱して1時間近く話が続いてしまうこと

もあります。普段あまり話をしない方ともい

ろいろと話ができますし、このようなテキスト

が用意されていることは、私たちの成長という

意味でもプラスになっていると思います。

　「礼拝とは第一義的には『神さまからの人間

への奉仕』です」とテキストにあります。神さ

まが私たちに奉仕してくださることによって、

私たちは神さまの恵みで溢れます。私たちか

ら神さまの恵みが溢れ出したとき、それが私た

ちの宣教になるのかな、と思います。

　現代は10年前、20年前と状況が変わってい

ます。ネット時代と呼ばれるように、人と人と

のつながりは薄く広くなっています。そんな

中では、テキストが書くように牧師と信徒との

連携、牧師と牧師との連携、教会と教会との連

携が重要になります。大岡山教会は幸いにし

て1人の牧師が派遣されていますが、ひとつの

教会で完結しているだけではなく、より多くの

教会との連携が必要になると思います。これ

までの枠よりも広がった中でネットワークを

形成するというのは、これまでと違う発想をし

なければならないという壁があります。でも、

このような連携が機能していったとき、私た

ちは「神の

民」として

また成長

していけ

るのだと

思います。
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土にかえす

神の造られた世界　環境と聖書
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式文の順序・言葉について

　式文順に関する意見が数教会ありまし

た（文末○数字は提案教会数）。

＊終わりの歌を祝福の前に②

＊祝福と招きが先で、それから罪の勧

め・告白ではないか②

＊教会の祈りは献金後①

＊礼拝時間を短くする工夫が必要（特

に少人数の教会）③

＊聖餐の部の簡略化と毎週聖餐礼拝に

するかどうかの検討②

　疑問や意見が出された式文中の言葉（文

章）は以下のようなものです。

＊「けがれに満ち」⑥

＊「異邦人の心を⑥

＊「み民イスラエル」⑥

＊神への「恐れ」は「畏れ」ではないか③

＊祝福の言葉の末尾③

＊「キリストの血（新約の血）」①

＊「父なる神」「全能の神」という言葉が

多すぎないか①

＊「奉献の祈り」の文言がくどく長い①

（続く）

■募金活動にご協力ください■

　従来の寮棟を『ルターホール』と名称

を変え大改修しました。この事業にご理

解いただき、ぜひとも募金にご賛同、ご協

力お願いいたします。

募集期間　2009年３月まで

送 金 先 　学校法人 ルーテル学院

取扱機関　郵便振替口座00140-2171183
（所定の郵便振替用紙をご利用下さい）

銀行口座　三菱東京UFJ銀行三鷹支店

　　　　　普通口座　4126089

名    義　学校法人 ルーテル学院

【お問い合せ】

ルーテル学院大学･神学校後援会（0422-31-4611）

教会事務局（03-3260-8631）
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ルーテル教会の礼拝

全国式文アンケートの集計から

左から、李、鷲見神学生、ブランキ師（SAの 1人、宣教師、ルーテル学院大

准教授）、岡村神学生、小山神学生

神学生寮の今
三鷹教会　李 明生 牧師
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Information
■ルターホール改修･神学生寮設置のためのチャリティーコンサート
日時：2008年 11月 30日（日） 午後5時～6時 30分

会場：ルーテル市ヶ谷センター

入場料：前売券 2500円　当日券 3000円

【問合せ】0422-31-4611（後援会事務局）/03-3260-8632（教会募金事務局）

■第5回インド・ワークキャンプ　参加者募集 
期間：2009年 2月 24日（火）～3月 6日（金）

対象：18歳以上の健康な方　募集人数：10名程度（選考があります）

参加費：自己負担15万円（総額約20万円）

申込締切：2008年 11月 2日（日） 必着 (2009年 1月 10日（土）説明会予定)

【問合せ･申込先】日本福音ルーテル教会事務局宣教室（乙守望）

メイル：mission04@jelc.or.jp 　Tel：03-3260-1908  Fax：03-3260-1948

■2009年グループワークキャンプ　参加者募集
派遣期間：2009年 7月 23日（木）～8月 6日（木）

内容：アメリカ ノースカロライナ州エリザベスシティで開催されるグループ

ワークキャンプへの参加とホームステイ。奉仕･礼拝･歌･祈り・聖書の

学び等を通して、参加者の霊的・人間的成長を目指します。　　

対象者：2009年 8月 1日現在の年齢が14～ 20歳の方

参加費用：20万円（パスポート取得費用及び海外旅行保険費用は自己負担）

【問合せ・申込用紙請求先】

JELA-JELCボランティア派遣委員会

住所：162-0842　東京都新宿区市谷砂土原町1-1 JELC宣教室気付

電話：03-3260-1908/FAX：03-3260-1948/E-mail:workcamp@jelc.or.jp

申込締切：2009年 1月 31日（土）（申込金1万円が必要です）
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